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本研究は ､
思春期の若者 - の 包括 的な性教育に資す るため に ､ 社会生態学的視点の 概念

枠組み の 中で ､
母親と父親の モ ニ タリ ン グが 高校生 の 性交渉経験 と関係が あるか どうか を

日本 の東北地方の ある県 の高校 1 年 生 2 1 8 人 を対象に検証 したもの七あるo そ の結果 ､ 以

下の ような知見を得て い るo

1 . 多変量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回帰分析 の 結果 ､ 母親 の モ ニ タリ ン グを高く認識 して い た女子 生

徒は ､
低く認識 して い た女子生徒よりも性交渉経験 の な い傾向が 有意 で あ っ た｡

2 . 粗オ ッ ズ 比 ､ 男女別 の 分析 ､ 多変量 ロ ジス テ ィ ッ ク 回帰分析 の 結果 にお い て ､
父親 の モ

ニ タリ ン グ と男女生徒 の 性交渉経験 の有無と に有意な関連は み られなか っ た ｡
男女別 の 分

析結果 の 粗オ ッ ズ比 に は違 いが あり ､
また男 子生徒にお ける粗オ ッ ズ比 の 9 5 % 信頼 区間は

広い 範囲を と っ た｡ 対象数が少 ない ため ､ 父親 の モ ニ タリ ン グの 影響に つ い て の 結論 を得

る こ とは でき なか っ たo

3 . 粗 オ ッ ズ 比 と多変量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク回 帰分析 の結果で は ､ 娘 の 生理 に対す る母親の モ ニ

タリ ン グと女子生徒の性交渉経験 の有無と に有意な関連はみ られなか っ た｡

4 . 多変量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク回 帰分析 の結果か ら ､ 母親 と性 に関す る会話 を多く して い る 生徒

は
､ 会話 の少な い生徒 よりも性交渉経験の ある傾 向が有意 で あっ た ｡

5 . 粗オ ッ ズ比 ､ 男女別 の 分析 ､ 多変量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク回 帰分析 の 結果にお い て ､ 仲間内の

性行動に 関す る規範が 高い 男女生徒は ､ 低 い 男女生徒よりも性 交渉経験の な い傾向が 有意

で あ っ た ｡

6 . 母親の モ ニ タリ ン グの 値 は ､ 男子生徒 よりも女子生徒の方が 有意 に高か っ たが ､ 父 親の

モ ニ タ リ ン グの値 では ､ 男女差は なか っ た｡ また ､ 男女生徒あわせ た分析 で は ､
母親の モ

ニ タ リ ン グと父親 の モ ニ タ リ ン グは 正 の 相関が あ っ たが ､ 母親 の モ ニ タリ ン グの値 は父 親

の それ よりも有意に高い値 を示 した｡
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以上 ､ 本論文は ､
母親 と父 親 の モ ニ タリ ン グを明確に分 けて 測定 した こ と に より ､ 社会

生 態学的な視点 の概念枠組み の 中 で ､ 母親の モ ニ タ リ ン グと仲間内の 性行動 の 規範が ､ 思

春期 の 女子 の性交渉開始時期を遅 らせ る防御要 因になりう る こ と を明らか に した ｡ 本研究

は ､
こ れま で 明らか にされて なか っ た母親と父親 どちらの モ ニ タ リ ン グが ､ 思春期の 若者

の 性行動に影響す る の か を検討 した点で独創性 をもち ､ 日本 の若者 - の包括的な性教育の

あり方を考える上 で重要な貢献をなすと考えられ ､ 学位の授与 に値す ると考えられ る o
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